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新型コロナウィルス感染一色で染まった今年も、残りひと月余

りとなりました。保護者・地域の皆様の学校教育へのご理解・ご

協力にあらためて、感謝を申し上げます。まだまだ予断を許され

る状況ではありませんが、様々な制約を受けながらも子ども達は、

互いに協力し工夫しながら、元気に学校生活を過ごしています。

学校では引き続き、感染拡大防止対策に取り組みながら、学びを

止めることなく、子ども達の成長を促してまいります。 

さて、今年は、年末のきらびやかな街の雰囲気もなかなか味わ

うことはできませんが、年末・年始のこの時期は、大人も子ども

もウキウキと心温まる季節です。街全体の雰囲気やプレゼントや

カードの交換・メールのやり取りなど、「季節の贈り物」により、

お互いの安否や親交を深め合う季節でもあります。特に子ども達

にとっては、1 年の中で最も心躍る季節かもしれません。 

昔、８歳のアメリカのある少女が、父親に「サンタクロースは

いるの？」という質問をしました。答えに窮した父親は、新聞社

に聞いてごらんと答え、少女は地元の新聞社に投書しました。皆

さんだったらどう答えますか？ 

粋なことに、その新聞社は下記のような社説を掲載したのだそ

うです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この社説では、真実は必ずしも表面に出るものばかりではない

こと、むしろ、目に見えるものはほんの一部でしかないことを少

女に語りかけています。その後、この新聞社は毎年この社説をこ

の時期に掲載することにしたそうです。 

相手を理解するときに、相手の表面的な部分にばかり目を奪わ

れないようにすることが大切です。人を心の内面から理解しよう

とすることは、とても難しいことです。しかしながら今のこのコ

ロナ禍だからこそ、一層重視したい部分でもあります。相手を思

いやり、心の温まる言葉や態度のキャッチボールこそが、何より

のかけがえのない「贈り物」ではないでしょうか。 

見かけや物のやり取りではなく、自分にとって本当に嬉しい 

「季節の贈り物」を子ども達が受け取ってくれることを心より

願っています。 

保護者・地域の皆様、２学期本当にありがとうございました。

３学期もよろしくお願いいたします。 

良いお年をお迎えください。 
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 ≪体罰等の実態把握について≫ 

 新宿区では、子ども同士の友人関係や日頃から

の教員の指導の在り方を見直す機会として 6 月、

11 月、2 月を「ふれあい月間」と位置付け、人権

教育や心の教育等を推進する取組みを実施する

とともに、いじめ、不登校、暴力行為等の問題行

動及び教員の指導の状況について、現状や取組み

の効果等を把握するための調査を行っています。 

 具体的には、各学級で「自分のこと」「友達の

こと」「先生のこと」についてアンケート調査を

実施しています。 

 東京都では、体罰の根絶に向けた取り組みの一

環として、12 月に都内公立学校を対象に、体罰

の実態把握に関する調査を実施することになり

ましたが、新宿区では、11 月のふれあい月間の

調査から引き続き実態把握に努めています。心配

なことがありましたら、学校にご相談ください。 

 新たに、児童及び保護者の皆様からご相談いた

だいた内容については、学校として責任をもって

確認し、速やかに対応してまいります。 

 保護者の皆様には、学校の取組みにご理解いた

だきますようお願いいたします。 

・・・2020水道キャラバンについて・・・ 

   ４年担任 松田 麻里 

               田原 良太 

4 年生の社会科で私たちの生活に必要な水が、どこ

から、どのようにして水道の蛇口まで運ばれてくるの

か詳しく学習しました。おいしく飲める水にするため

に浄水場で働く人々の工夫や努力があることがわか

りました。そして、10 月 22 日（木）に東京都水道局

が都営水道給水区域内の小学校で実施している水道

キャラバンを今年も 4 年生が受講し、水道水源林が

ある場所や高度浄水処理とは何か、また、災害時給水

ステーションとは何かを映像や実験を通して学ぶこ

とができました。水道キャラバンの後の社会科の学習

で、江戸時代の玉川兄弟による玉川上水をひく偉業に

ついても学習し、命の水の大切さを実感しました。一

方で東京都では、水害も多く水害からくらしを守る区

や都の取り組みを学習しました。水は私たちのくらし

にいろいろな影響を与えることがわかりました。総合

的な学習の時間の課題の「環境問題」との関連性も考

えて発展的に調べて行く予定です。 

 

中略・・・ 

クリスマス・イブにパパにたのんで、何人もの人に煙突とい

う煙突を全部見はらせて、サンタクロースを捕まえようとした

としましょう。でも、その時サンタクロースが煙突から落ちて

くるのを見なかったとして、いったいそれが何をしめすでしょ

うか。だれもサンタクロースを見てはいません。しかし、それ

はサンタクロースがいないことをしめすわけではありません。

この世でもっとも確かな存在は、子どもや大人の目に見えるも

のではないのです。サンタクロースは永遠に生きつづけます。

１０００年前から？いいえ、１００００年の１０倍も前から生

きつづけて、子どもたちによろこびを与え続けているのです。 

 


